
本書付属CD-ROMにはさまざまなプログラム（MPLABプロジェクト）を収録しており，読者のみな

さんはそれらを本書付属dsPIC基板に書き込んで，ディジタル信号処理の実験をすることができます．

イントロダクションでは，MPLABプロジェクトの作り方，dsPICへの書き込み方法，実験環境な

どについて説明します．
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イントロダクション

ディジタル信号処理の実験手順

MPLABでdsPICの 
コーディング 

dsPIC基板（本書付属）＋ 
トレーニング基板（別売り） 

パソコンのSpeaker Out（緑色ジャック）から 
音声出力．Line In（青色ジャック）に音声入力． 
Windowsアプリケーションで波形確認 

パソコンのシリアル・ 
ポートから直接プログ 
ラミングできる 

ヘッドホンで 
音声を確認 

dspicguyでdsPIC 
プログラミング 

SoftOscillo2で 
波形確認 

MPLABでdsPICの 
コーディング 

パソコンのシリアル・ 
ポートから直接プログ 
ラミングできる 

ヘッドホンで 
音声を確認 

dspicguyでdsPIC 
プログラミング 

SoftOscillo2で 
波形確認 

写真1 dsPICを使ったディジタル信号処理の実験風景．パソコン1台あれば実験できる！
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テキストボックス
このＰＤＦは，ＣＱ出版社発売の「dsPIC基板で始めるディジタル信号処理」の一部分の見本です．内容・購入方法などにつきましては以下のホームページをご覧下さい．<http://shop.cqpub.co.jp/hanbai/books/30/30991.htm>

http://shop.cqpub.co.jp/hanbai/books/30/30991.htm



